
(57)【要約】

【課題】ガラス管の切断面品位を向上させて再切断工程

時のカットロスを減少させることができ、しかも、連続

ガラス管を確実に切断して後の工程の混乱を招くことの

ないガラス管切断装置を提供すること。

【解決手段】水平方向に連続回転するアーム４に設けら

れた切断刃５を、連続走行する連続ガラス管Ｇ１の外周

面上部に間欠的に接触させて、連続ガラス管Ｇ１に擦り

傷を形成するとともに熱衝撃を与えてこの連続ガラス管

Ｇ１を所定長ずつ切断するガラス管切断装置１０におい

て、アーム４に、切断刃５の回転移動半径を調節するた

めの回転半径調節手段６を設けた。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 水 平 方 向 に 連 続 回 転 す る ア ー ム に 設 け ら れ た 切 断 刃 を 、 連 続 走 行 す る 連 続 ガ ラ ス 管 の 外
周 面 上 部 に 間 欠 的 に 接 触 さ せ て 該 連 続 ガ ラ ス 管 に 擦 り 傷 を 形 成 す る と と も に 熱 衝 撃 を 与 え
て 該 連 続 ガ ラ ス 管 を 所 定 長 ず つ 切 断 す る ガ ラ ス 管 切 断 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 ア ー ム に 、 前 記 切 断 刃 の 回 転 移 動 半 径 を 調 節 す る た め の 回 転 半 径 調 節 手 段 を 備 え た
こ と を 特 徴 と す る ガ ラ ス 管 切 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 回 転 半 径 調 節 手 段 が 、
　 一 端 側 に 前 記 切 断 刃 が 固 定 さ れ 、 他 端 側 に 前 記 ア ー ム に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け 可 能 な 取 付
部 を 備 え 、 該 取 付 部 か ら 該 切 断 刃 ま で の 長 さ が そ れ ぞ れ 異 な る 複 数 の カ ー ト リ ッ ジ 部 品 か
ら 成 り 、
　 該 カ ー ト リ ッ ジ 部 品 を 取 り 替 え る こ と に よ り 前 記 切 断 刃 の 回 転 移 動 半 径 を 調 節 す る 請 求
項 １ 記 載 の ガ ラ ス 管 切 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ア ー ム の 回 転 軸 心 と 前 記 連 続 ガ ラ ス 管 と の 距 離 を 調 節 す る た め の 軸 心 距 離 調 節 手 段
を 備 え た 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の ガ ラ ス 管 切 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 軸 心 距 離 調 節 手 段 が 、
　 前 記 ア ー ム を 水 平 回 転 可 能 に 支 え る 移 動 台 と 、
　 該 移 動 台 を ス ラ イ ド 移 動 可 能 に 支 え る 固 定 台 と 、
　 該 固 定 台 に 対 し 該 移 動 台 を 移 動 さ せ る た め の 移 動 手 段 と 、
か ら 成 る 請 求 項 ３ 記 載 の ガ ラ ス 管 切 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 連 続 走 行 す る 連 続 ガ ラ ス 管 を 所 定 長 ず つ 切 断 す る ガ ラ ス 管 切 断 装 置 に 関 す る
も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 例 え ば 蛍 光 灯 の 製 造 に 用 い る ガ ラ ス 管 は 、 主 と し て ダ ン ナ ー 法 を 用 い て 以 下 の 工
程 に よ り 生 産 さ れ る の が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 即 ち 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 ダ ン ナ ー 法 に よ り 成 形 さ れ 、 管 引 機 １ ０ ０ に よ り 牽 引 し て 所
定 径 に 形 成 し た 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ を 、 ま ず 、 ガ ラ ス 管 切 断 装 置 １ １ ０ に よ っ て 所 定 長 に 切
断 す る 粗 切 工 程 を 行 い 、 次 い で 、 こ の 粗 切 工 程 に よ り 得 ら れ た 中 間 ガ ラ ス 管 Ｇ ２ を 搬 送 コ
ン ベ ア １ ２ ０ ・ １ ３ ０ で 搬 送 し な が ら 、 そ の 両 端 を 再 切 ・ 口 焼 装 置 １ ４ ０ に よ り 再 切 断 し
口 焼 処 理 す る こ と に よ っ て 、 製 品 ガ ラ ス 管 Ｇ ３ を 生 産 し て い る 。 得 ら れ た 製 品 ガ ラ ス 管 Ｇ
３ は そ の 後 、 搬 送 コ ン ベ ア １ ５ ０ に よ り 搬 出 さ れ 、 出 荷 工 程 に 至 る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 粗 切 工 程 を 行 う ガ ラ ス 管 切 断 装 置 １ １ ０ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 モ ー タ １ １ １ に よ り 駆
動 さ れ る 回 転 軸 １ １ ２ と 、 こ の 回 転 軸 １ １ ２ に 設 け ら れ て 実 質 的 に 水 平 方 向 に 連 続 回 転 し
な が ら カ ム １ １ ３ に 応 じ て 適 時 に 上 下 揺 動 し 得 る ア ー ム １ １ ４ と 、 こ の ア ー ム １ １ ４ の 先
端 下 部 に 固 定 さ れ 、 不 図 示 の 供 給 路 を 通 じ て 適 量 の 水 分 が 供 給 さ れ る 切 断 刃 １ １ ５ と 、 を
備 え て お り 、 上 記 管 引 機 １ ０ ０ に よ り 牽 引 さ れ て 連 続 走 行 す る 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ と 同 期 さ
せ な が ら ア ー ム １ １ ４ を 連 続 回 転 さ せ 、 そ の 切 断 刃 １ １ ５ を 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ の 外 周 面 の
上 部 に 間 欠 的 に 接 触 さ せ る こ と に よ っ て 、 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ に 擦 り 傷 を 形 成 す る と と も に
熱 衝 撃 を 与 え る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の 熱 衝 撃 に よ っ て 、 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ の 周 面 に
、 擦 り 傷 を オ リ ジ ン と す る 亀 裂 を 発 生 さ せ 、 そ し て 、 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ の 自 重 に よ る 曲 げ
モ ー メ ン ト を 作 用 さ せ る こ と に よ り 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ を 所 定 長 ず つ 切 断 す る よ う に し て い
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る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う に ガ ラ ス 管 切 断 装 置 １ １ ０ は 、 熱 衝 撃 に よ る 亀 裂 の 発 生 を 利 用 し て 連 続 ガ ラ ス
管 Ｇ １ を 切 断 し て い た た め 、 こ の 粗 切 工 程 に よ り 得 ら れ た 中 間 ガ ラ ス 管 Ｇ ２ の 両 端 部 に は
亀 裂 痕 が 残 る こ と に な る 。 し た が っ て 、 こ の 亀 裂 痕 を 除 去 す る た め に 、 中 間 ガ ラ ス 管 Ｇ ２
の 両 端 部 に 対 し て 再 切 断 工 程 を 行 な わ ざ る を 得 ず 、 こ の と き 生 じ る カ ッ ト ロ ス Ｌ に よ っ て
製 品 歩 留 り が 低 下 す る 難 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 な お 、 本 件 出 願 人 は 、 従 来 の ガ ラ ス 管 切 断 装 置 に お け る 上 記 難 点 を 解 消 す る た め に 、 切
断 刃 を 連 続 ガ ラ ス 管 の 走 行 方 向 へ 同 期 移 動 さ せ つ つ 、 連 続 ガ ラ ス 管 の 周 方 向 に 回 転 移 動 さ
せ 得 る ガ ラ ス 管 切 断 装 置 を 開 発 し こ れ を 出 願 し て い る （ 下 記 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の ガ ラ
ス 管 切 断 装 置 に よ れ ば 、 ガ ラ ス 管 の 切 断 面 の 品 位 を 向 上 さ せ る こ と が で き る の で 、 再 切 断
工 程 が 不 要 と な り 、 製 品 歩 留 り を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 こ の ガ ラ ス 管
切 断 装 置 は 、 切 断 刃 を 連 続 ガ ラ ス 管 の 走 行 と 同 期 さ せ な が ら 往 復 移 動 さ せ な け れ ば な ら な
い こ と か ら 、 連 続 ガ ラ ス 管 の 管 引 き 速 度 を 大 き く し て 生 産 能 率 を 高 め る の に 限 界 が あ っ た
。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ６ ７ １ ３ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ９ － １ ３ ２ ４ ２ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の ガ ラ ス 管 切 断 装 置 に 上 記 の よ う な 難 点 が あ っ た こ と に 鑑 み て 為 さ れ た
も の で 、 切 断 面 の 品 位 を 向 上 さ せ て 再 切 断 工 程 時 の カ ッ ト ロ ス を 減 少 さ せ る こ と が で き 、
し か も 、 連 続 ガ ラ ス 管 を 確 実 に 切 断 し て 後 工 程 の 混 乱 を 招 く こ と の な い ガ ラ ス 管 切 断 装 置
を 提 供 す る こ と を 技 術 的 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 者 は 、 切 断 刃 を 水 平 回 転 移 動 さ せ て 連 続 ガ ラ ス 管 を 切 断 す る ガ ラ ス 管 切 断 装 置 に
お い て 、 ガ ラ ス 管 の 切 断 面 品 位 を 向 上 さ せ る た め に は 、 擦 り 傷 の 形 成 角 度 が 重 要 で あ る こ
と を 見 出 し 、 こ の 擦 り 傷 の 形 成 角 度 を 連 続 ガ ラ ス 管 の 軸 方 向 に 対 し 直 角 に 近 づ け る ほ ど 、
連 続 ガ ラ ス 管 の 切 断 面 品 位 を 大 幅 に 向 上 さ せ 得 る と の 知 見 を 得 、 か か る 知 見 に 基 づ い て 本
発 明 を 完 成 し た の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 即 ち 、 本 発 明 は 、 水 平 方 向 に 連 続 回 転 す る ア ー ム に 設 け ら れ た 切 断 刃 を 、 連 続 走 行 す る
連 続 ガ ラ ス 管 の 外 周 面 上 部 に 間 欠 的 に 接 触 さ せ て 該 連 続 ガ ラ ス 管 に 擦 り 傷 を 形 成 す る と と
も に 熱 衝 撃 を 与 え て 該 連 続 ガ ラ ス 管 を 所 定 長 ず つ 切 断 す る ガ ラ ス 管 切 断 装 置 で あ っ て 、 前
記 ア ー ム に 、 前 記 切 断 刃 の 回 転 移 動 半 径 を 調 節 す る た め の 回 転 半 径 調 節 手 段 を 備 え た こ と
を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 回 転 半 径 調 節 手 段 が 、 一 端 側 に 前 記 切 断 刃 が 固 定 さ れ 、 他 端 側 に
前 記 ア ー ム に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け 可 能 な 取 付 部 を 備 え 、 該 取 付 部 か ら 該 切 断 刃 ま で の 長 さ
が そ れ ぞ れ 異 な る 複 数 の カ ー ト リ ッ ジ 部 品 か ら 成 り 、 該 カ ー ト リ ッ ジ 部 品 を 取 り 替 え る こ
と に よ り 前 記 切 断 刃 の 回 転 移 動 半 径 を 調 節 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 ア ー ム の 回 転 軸 心 と 前 記 連 続 ガ ラ ス 管 と の 距 離 を 調 節 す る た め の
軸 心 距 離 調 節 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 前 記 軸 心 距 離 調 節 手 段 が 、 前 記 ア ー ム を 水 平 回 転 可 能 に 支 え る 移 動 台
と 、 該 移 動 台 を ス ラ イ ド 移 動 可 能 に 支 え る 固 定 台 と 、 該 固 定 台 に 対 し 該 移 動 台 を 移 動 さ せ
る た め の 移 動 手 段 と 、 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る ガ ラ ス 管 切 断 装 置 に よ れ ば 、 回 転 半 径 調 節 手 段 、 或 い は 軸 心 距 離 調 節 手 段
を 操 作 す る こ と に よ っ て 、 容 易 に 擦 り 傷 の 形 成 角 度 を 連 続 ガ ラ ス 管 の 軸 方 向 に 対 し 直 角 に
近 づ け る こ と が で き 、 ガ ラ ス 管 の 切 断 面 の 品 位 を 格 段 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 し た が
っ て 、 従 来 に 比 べ て 再 切 断 工 程 時 の カ ッ ト ロ ス を 大 幅 に 減 少 さ せ る こ と が で き 、 ガ ラ ス 管
の 製 品 歩 留 り を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る ガ ラ ス 管 切 断 装 置 に よ れ ば 、 熱 衝 撃 に よ る 亀 裂 を 連 続 ガ ラ ス 管 の 円
周 方 向 へ 積 極 的 に 発 生 さ せ る こ と が で き る の で 、 従 来 の よ う に 擦 り 傷 を 深 め に 形 成 し た り
、 大 き め の 熱 衝 撃 を 与 え な く て も 、 確 実 に 連 続 ガ ラ ス 管 を 切 断 す る こ と が で き 、 連 続 ガ ラ
ス 管 が 所 定 位 置 で 切 断 さ れ な い こ と に よ り 生 じ る 後 工 程 の 混 乱 を 招 く こ と も な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 実 施 形 態 の ガ ラ ス 管 切 断 装 置 １ ０ に つ い て 、 図 １ ～ 図 ６ を 参 照 し な が ら 説 明 す
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 実 施 形 態 の ガ ラ ス 管 切 断 装 置 １ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 モ ー タ １ に よ り べ ベ ル ギ ヤ
１ １ ・ ２ １ を 介 し て 駆 動 さ れ て 連 続 回 転 す る 垂 直 の 回 転 軸 ２ と 、 こ の 回 転 軸 ２ の 上 部 に 設
け ら れ て 実 質 的 に 水 平 方 向 に 連 続 回 転 し な が ら カ ム ３ に 応 じ て 軸 ４ １ を 支 点 に 上 下 揺 動 し
得 る ア ー ム ４ と 、 こ の ア ー ム ４ に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ 、 不 図 示 の 水 分 供 給 路 を 通 じ て
適 量 の 水 分 が 供 給 さ れ る 切 断 刃 ５ と 、 を 備 え て い る 。 そ し て 、 従 来 の ガ ラ ス 管 切 断 装 置 と
同 様 、 連 続 走 行 す る 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ と 同 期 さ せ な が ら 上 記 ア ー ム ４ を 連 続 回 転 さ せ 、 切
断 刃 ５ を 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ の 外 周 面 の 上 部 に 間 欠 的 に 接 触 さ せ る こ と に よ っ て 、 連 続 ガ ラ
ス 管 Ｇ １ に 擦 り 傷 を 形 成 す る と と も に 熱 衝 撃 を 与 え る こ と に よ っ て 、 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ を
所 定 長 ず つ 切 断 し て ゆ く 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ガ ラ ス 管 切 断 装 置 １ ０ は 、 上 記 ア ー ム ４ の 先 端 部 に 、 切 断 刃 ５ の 回 転 移 動 半 径 を 調 節 す
る た め の 回 転 半 径 調 節 手 段 ６ を 備 え て い る 。 回 転 半 径 調 節 手 段 ６ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、
先 端 部 に 切 断 刃 ５ が 固 定 さ れ 、 基 端 部 に 上 記 ア ー ム ４ の 先 端 に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け 可 能 な
取 付 部 ６ １ を 備 え た 複 数 の カ ー ト リ ッ ジ 部 品 ６ ０ Ａ ・ ６ ０ Ｂ ・ ６ ０ Ｃ … か ら 構 成 さ れ て い
る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 取 付 部 ６ １ と し て 各 カ ー ト リ ッ ジ 部 品 の 基 端 部 に 二 つ の 挿 通
孔 ６ ２ が 開 設 さ れ て い る 。 各 挿 通 孔 ６ ２ に 挿 通 し た 取 付 ボ ル ト ６ ３ を 、 ア ー ム ４ の 先 端 部
に 螺 設 さ れ た ね じ 孔 ４ ２ に 螺 合 す る こ と に よ っ て 、 各 カ ー ト リ ッ ジ 部 品 ６ ０ Ａ ・ ６ ０ Ｂ ・
６ ０ Ｃ … を 適 宜 、 ア ー ム ４ に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ れ ら カ ー ト リ ッ ジ 部 品 ６ ０ Ａ ・ ６ ０ Ｂ ・ ６ ０ Ｃ … は 、 そ の 取 付 部 ６ １ か ら 切 断 刃 ５ ま
で の 長 さ が 、 そ れ ぞ れ １ ０ ミ リ ず つ 異 な っ て お り 、 こ れ ら カ ー ト リ ッ ジ ６ ０ Ａ ・ ６ ０ Ｂ ・
６ ０ Ｃ … を 適 宜 取 り 替 え る こ と に よ っ て 、 ア ー ム ４ と と も に 水 平 回 転 す る 切 断 刃 ５ の 回 転
移 動 半 径 を 調 節 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 ガ ラ ス 管 切 断 装 置 １ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ア ー ム ４ の 回 転 軸 心 Ｃ と 切 断 す べ
き 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ と の 距 離 を 調 節 す る た め の 軸 心 距 離 調 節 手 段 ７ を 備 え て い る 。 軸 心 距
離 調 節 手 段 ７ は 、 回 転 軸 ２ を 介 し て ア ー ム ４ を 水 平 回 転 可 能 に 支 え る 移 動 台 ７ １ と 、 こ の
移 動 台 ７ １ を 不 図 示 の ガ イ ド レ ー ル に 沿 っ て ス ラ イ ド 移 動 可 能 に 支 え る 固 定 台 ７ ２ と 、 こ
の 固 定 台 ７ ２ に 対 し て 移 動 台 ７ １ を 往 復 移 動 さ せ る た め の 送 り ね じ 機 構 か ら 成 る 移 動 手 段
７ ３ と 、 か ら 構 成 さ れ て い る 。 こ の 送 り ね じ 機 構 の ハ ン ド ル ７ ４ を 操 作 す る こ と に よ り 、
ア ー ム ４ の 回 転 軸 心 Ｃ と 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ と の 距 離 を 調 節 す る こ と が で き 、 し た が っ て 、
ア ー ム ４ と と も に 連 続 回 転 す る 切 断 刃 ５ の 回 転 移 動 の 中 心 と 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ と の 距 離 を
調 節 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 し か し て 、 本 実 施 形 態 の ガ ラ ス 管 切 断 装 置 １ ０ に よ れ ば 、 こ れ ら 回 転 半 径 調 節 手 段 ６ 及
び 軸 心 距 離 調 節 手 段 ７ を 操 作 す る こ と に よ っ て 、 切 断 刃 ５ に よ る 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ に 対 す
る 擦 り 傷 の 形 成 角 度 を 容 易 に 変 更 し 調 節 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 即 ち 、 図 ３ の ベ ク ト ル 図 に 示 す よ う に 、 軸 方 向 （ 長 手 方 向 ） に 連 続 走 行 す る 連 続 ガ ラ ス
管 Ｇ １ の 移 動 を ベ ク ト ル Ｖ Ｇ で 表 し 、 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ か ら 距 離 Ｈ １ だ け 離 れ た 回 転 軸 心
Ｃ を 中 心 に 半 径 Ｄ １ で 回 転 移 動 す る 切 断 刃 ５ の 周 速 度 を ベ ク ト ル Ｖ Ｃ １ で 表 し た と き 、 連
続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ の 外 周 面 に 対 す る 切 断 刃 ５ の 移 動 は 、 ベ ク ト ル Ｖ Ｇ と ベ ク ト ル Ｖ Ｃ １ と の
ベ ク ト ル 差 で あ る ベ ク ト ル Ｖ Ｓ １ で 表 す こ と が で き る 。 こ の ベ ク ト ル Ｖ Ｓ １ の 連 続 ガ ラ ス
管 Ｇ １ の 走 行 方 向 （ 即 ち 、 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ の 軸 方 向 ） に 対 す る 角 度 α １ が 、 切 断 刃 ５ の
接 触 に よ っ て 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ の 外 周 面 上 部 に 形 成 さ れ る 擦 り 傷 の 角 度 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 し た が っ て 、 ガ ラ ス 管 切 断 装 置 １ ０ に お い て 、 回 転 半 径 調 節 手 段 ６ の カ ー ト リ ッ ジ 部 品
を 取 り 替 え る こ と で 、 例 え ば 、 切 断 刃 ５ の 回 転 移 動 半 径 を 大 き く す れ ば 、 図 ４ に 示 す よ う
に 、 切 断 刃 ５ の 回 転 半 径 を Ｄ ２ （ ＞ Ｄ １ ） に し た こ と に 基 づ い て 、 切 断 刃 ５ の 周 速 度 （ ベ
ク ト ル Ｖ Ｃ ２ ） を よ り 大 き く す る こ と が で き 、 こ の こ と で 、 擦 り 傷 の ベ ク ト ル Ｖ Ｓ ２ の 連
続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ の 走 行 方 向 に 対 す る 角 度 α ２ （ ＞ α １ ） を よ り 大 き く す る こ と が で き る 。
こ う し て 回 転 半 径 調 節 手 段 ６ を 操 作 す る だ け で 、 擦 り 傷 の 形 成 角 度 を 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ の
軸 方 向 に 対 し 直 角 に 近 づ け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 更 に ま た 、 ガ ラ ス 管 切 断 装 置 １ ０ に お い て 、 軸 心 距 離 調 節 手 段 ７ を 操 作 す る こ と で 、 例
え ば 、 回 転 軸 心 Ｃ と 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ と の 距 離 を 大 き く し て Ｈ ２ と す れ ば 、 図 ５ に 示 す よ
う に 、 切 断 刃 ５ の ベ ク ト ル Ｖ Ｃ ３ と ベ ク ト ル Ｖ Ｇ と が 成 す 角 度 β を よ り 小 さ く す る こ と が
で き 、 こ の こ と に よ っ て も 、 擦 り 傷 の ベ ク ト ル Ｖ Ｓ ３ の 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ の 走 行 方 向 に 対
す る 角 度 α ３ （ ＞ α ２ ） を よ り 大 き く す る こ と が で き る 。 こ う し て 軸 心 距 離 調 節 手 段 ７ を
操 作 す れ ば 、 必 ず し も 切 断 刃 ５ の 回 転 移 動 半 径 を 調 節 し て 切 断 刃 ５ の 周 速 度 を 変 化 さ せ な
く て も 、 擦 り 傷 の 形 成 角 度 を 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ の 軸 方 向 に 対 し て 直 角 に 近 づ け る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 に 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 の ガ ラ ス 管 切 断 装 置 １ ０ に よ れ ば 、 回 転 半 径 調 節 手
段 ６ 及 び 軸 心 距 離 調 節 手 段 ７ の 何 れ か 一 方 ま た は 両 方 を 操 作 す れ ば 、 容 易 に 擦 り 傷 の 形 成
角 度 を 連 続 ガ ラ ス 管 の 軸 方 向 に 対 し 直 角 に 近 づ け る こ と が で き 、 ガ ラ ス 管 の 切 断 面 品 位 を
向 上 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 従 来 に 比 べ 再 切 断 工 程 時 の カ ッ ト ロ ス を 大 幅 に 減
少 さ せ る こ と が で き 、 ガ ラ ス 管 の 製 品 歩 留 り を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 図 ６ の 模 式 図 に 示 す よ う に 、 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ の 擦 り 傷 Ｓ Ｃ を オ リ ジ ン と す る 熱
衝 撃 に よ る 亀 裂 Ｃ Ｒ は 、 こ の 擦 り 傷 Ｓ Ｃ の 両 端 か ら そ れ ぞ れ 、 擦 り 傷 Ｓ Ｃ の 形 成 方 向 と 略
同 じ 方 向 に 発 生 す る 傾 向 が あ る 。 し た が っ て 、 擦 り 傷 Ｓ Ｃ の 形 成 角 度 を 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １
の 軸 方 向 Ａ に 対 し 直 角 に 近 づ け る ほ ど 、 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ の 軸 方 向 Ａ へ の 亀 裂 Ｃ Ｒ の 発 生
を 抑 制 し 、 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ の 円 周 方 向 Ｂ へ の 発 生 を 促 す こ と が で き る 。 こ の よ う に ガ ラ
ス 管 切 断 装 置 １ ０ に よ れ ば 、 熱 衝 撃 に よ る 亀 裂 Ｃ Ｒ を 積 極 的 に 円 周 方 向 Ｂ へ 発 生 さ せ る こ
と が で き る の で 、 従 来 の よ う に 擦 り 傷 を 深 め に 形 成 し た り 、 或 い は 大 き め の 熱 衝 撃 を 与 え
な く て も 、 確 実 に 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ を 切 断 す る こ と が で き 、 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ が 所 定 位 置
で 切 断 さ れ な い こ と に よ っ て 生 じ る 後 工 程 の 混 乱 を 招 く よ う な こ と も な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 、 本 実 施 形 態 の ガ ラ ス 管 切 断 装 置 １ ０ に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は そ の 他 の 形 態
で も 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 例 え ば 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 回 転 半 径 調 節 手 段 ６ と し て 、 そ れ ぞ れ 長 さ の 異 な る 複 数 の
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カ ー ト リ ッ ジ 部 品 を 用 意 し 、 こ れ ら カ ー ト リ ッ ジ 部 品 を 適 宜 、 取 り 替 え る こ と に よ っ て 、
切 断 刃 ５ の 回 転 移 動 半 径 を 段 階 的 に 調 節 す る よ う に し て い る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ
る も の で は な く 、 例 え ば 、 回 転 半 径 調 節 手 段 ６ と し て 周 知 の 送 り ね じ 機 構 を 採 用 し て 切 断
刃 ５ の 回 転 移 動 半 径 を 無 段 階 で 調 節 し 得 る よ う に 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 軸 心 距 離 調 節 手 段 ７ に 送 り ね じ 機 構 を 利 用 し て い る が 、 本 発
明 は 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 ピ ニ オ ン － ラ ッ ク 機 構 等 、 種 々 の 移 動 機
構 を 採 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ に 対 す る ア ー ム ４ の 回 転 軸 心 Ｃ の 接
近 離 反 移 動 は 、 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ の 軸 方 向 に 対 し 直 交 す る 方 向 に 限 定 さ れ る も の で は な く
、 連 続 ガ ラ ス 管 Ｇ １ に 対 し 斜 め の 方 向 に 移 動 さ せ る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 は そ の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 で 、 当 業 者 の 知 識 に 基 づ い て 種 々 の 改 良 、
修 正 、 変 形 を 加 え た 態 様 で 実 施 し 得 る も の で あ る 。 ま た 、 同 一 の 作 用 又 は 効 果 が 生 じ る 範
囲 内 で い ず れ か の 発 明 特 定 事 項 を 他 の 技 術 に 置 換 し た 形 態 で 実 施 し て も 良 く 、 ま た 、 一 体
に 構 成 さ れ て い る 発 明 特 定 事 項 を 複 数 の 部 材 か ら 構 成 し た り 、 複 数 の 部 材 か ら 構 成 さ れ て
い る 発 明 特 定 事 項 を 一 体 に 構 成 し た 形 態 で 実 施 し て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 の ガ ラ ス 管 切 断 装 置 の 一 部 断 面 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 の ガ ラ ス 管 切 断 装 置 の 回 転 半 径 調 節 手 段 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 形 態 の ガ ラ ス 管 切 断 装 置 に よ る 擦 り 傷 の 形 成 角 度 に つ い て 説 明 す る ベ ク ト
ル 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 実 施 形 態 の ガ ラ ス 管 切 断 装 置 の 回 転 半 径 調 節 手 段 を 操 作 し た 場 合 の 擦 り 傷 の 形
成 角 度 に つ い て 説 明 す る ベ ク ト ル 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 実 施 形 態 の ガ ラ ス 管 切 断 装 置 の 軸 心 距 離 調 節 手 段 を 操 作 し た 場 合 の 擦 り 傷 の 形
成 角 度 に つ い て 説 明 す る ベ ク ト ル 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 連 続 ガ ラ ス 管 に 形 成 さ れ る 擦 り 傷 と 亀 裂 に つ い て 説 明 す る 模 式 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の ガ ラ ス 管 の 生 産 工 程 を 説 明 す る 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の ガ ラ ス 管 切 断 装 置 を 示 す 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
１ ０ 　 ガ ラ ス 管 切 断 装 置
１ 　 モ ー タ
２ 　 回 転 軸
３ 　 カ ム
４ 　 ア ー ム
５ 　 切 断 刃
６ 　 回 転 半 径 調 節 手 段
６ ０ Ａ 、 ６ ０ Ｂ 、 ６ ０ Ｃ 　 カ ー ト リ ッ ジ 部 品
６ １ 　 取 付 部
７ 　 軸 心 距 離 調 節 手 段
７ １ 　 移 動 台
７ ２ 　 固 定 台
７ ３ 　 移 動 手 段
Ｇ １ 　 連 続 ガ ラ ス 管
Ｃ 　 ア ー ム の 回 転 軸 心
Ｄ １ 、 Ｄ ２ 　 切 断 刃 の 回 転 移 動 半 径
Ｈ １ 、 Ｈ ２ 　 ア ー ム の 回 転 軸 心 と 連 続 ガ ラ ス 管 と の 距 離

10

20

30

40

(6) JP 2007-331994 A 2007.12.27



【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

(7) JP 2007-331994 A 2007.12.27


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

